
　　　　　　　湖国精工株式会社



　　　　湖国精工株式会社　環境方針

　企業の社会的責任を認識し、自社から環境汚染を出ないよう
　「安全・防災・環境保全」の改善活動に積極的に取組む。

① 廃棄物の減量化と、分別処理を推進し、環境汚染の
防止に努める。

② 省資源・省エネルギーに努め、環境負荷の低減をは
かる。

③ 環境・地域社会への貢献
企業市民として［ふるさと盛越川を愛する会］の地域
の環境活動に参加し、地域社会と調和をはかる。

④ 環境啓発活動の推進
環境教育を通じ、環境方針を徹底させるとともに大切
さを認識し、意識の向上をはかる。

　　　　　環境保全のあゆみと取組み

　平成１３年２月２６日、大津市と［環境保全協定書］を締結する。
　　　　（目的）

　次の世代により良い環境を引き継いでいくために、
大津市・市民・事業者がそれぞれの役割と責任を認
識し、快適で環境への負の少ない持続可能なまちづ
くりに自主的、主体的に行動するとともに
協働して取組むことが求められている。

　　　　（活動の推進）
　事業者は実施可能な範囲で自主的・主体的に環境
保全に係る目標等を設けて、環境への負荷の低減、
資源の循環及びエネルギーの効率化、その他環境
保全に係る活動を実施するものとする。

　　　　（環境管理体制の整備・充実）
　環境保全活動を継続して推進するため、必要な組織
を整備し、環境保全に関する方針及び目標を定め、そ
の実施状況を点検しなければならない。
　また、環境管理体制はＩＳＯ１４００１に沿ったマネージ
メントシステムの構築また、市の定める手引きに従う整
備により行うものとする。

　　　　（報告）
　環境保全活動の実施状況について取りまとめ、原則
として毎年１回市に報告する。
昨年に続き、平成１6年度の取組み結果を報告します。



主な環境管理活動

① 廃棄物対策：廃棄物の発生量の削減、分別処理と
　　再資源化の推進

② 省資源・省エネルギー活動：地球温暖化防止にとも
　　なうＣＯ２の排出削減、効率的なエネルギー
　　の使用。

③ グリーン調達：環境負荷の小さい製品・部品・材料等の
　　　　　　　　　購入。

④ 工場周辺の清掃・緑化と景観向上：企業市民として
　　地域の環境活動に参加し、調和をはかる。

⑤ 環境啓発活動の推進：環境教育を通じ、大気・水質
　　騒音・振動・悪臭等の環境汚染防止に
　　努めるとともに、社員ひとり一人に法・条例
　　の遵守を徹底する。

　環境管理推進組織

社　　長

　　　　湖国精工環境管理委員会

製造部 営業部　　　技術部 軸受部 管理部

環境部会 環境部会　環境部会環境部会 環境部会

　　環境管理委員会事務局



（ＰＤＣＡサイクルによる、継続的改善の管理システム）

　　・環境側面

　　･法的およびその他の要求事項

　　･目的および目標

　　・環境管理プログラム

　　　　　・体制および責任

　　　　　・訓練、周知および能力

　　　　　・コミュニケーション

　　　　　・文書・運用管理

・監視および測定

・不適合および是正ならびに予防

・記録

　　　・Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａのサイクルで構成されているシステムで、こ

　　　のシステムを運用することにより継続的改善を目指す。

　　　・汚染の予防と環境関連法規制の遵守が要求されてお

　　　り、これに対するシステム構築と運用を行う。

　　　・環境方針及び目的・目標を定め、体系的な改善を行う

　　　・環境影響の原因である環境側面を取上げ、これの管

　　　理・改善を行う。環境影響を出してから対策するのでは

　　　なく、発生源の管理・改善を目指している。

　　　・環境影響の著しいものを取上げ、重点的に管理・改善

　　　を行う。

　　　・トッブダウンで行う全員参加のシステムである。

　　　・あらゆる組織に適用できるシステムで、システム導入

　　　は組織の自主的な活動により行われる。

ＰＬａｎ（計画）

Ｄｏ（実施およ
び運用）
運用）

ＣｈｅｃＫ（点検お
よび是正措置）

Ａｃｔｉｏｎ（経営
層による見
直

　環境マネジメントシステムについて



　環境中期計画

　　　２００１年 　　  ２００２年 　　　２００３年 　　　２００４年

①廃棄物 　　　　減量化 　　　　減量化 減量化 減量化

　　　（適量購入） （納入包装資材の削減） （納入包装資材の削減） （納入包装資材の削減）

（適量購入） （適量購入）

②省資源 電力使用量の低減 包装用緩衝材の変更 電力原単位 電力使用量の削減

（デマンドメータによる （ダンボールからエア－ ２００２年度に対して 水道水の節水

管理） 　パックへ） ２％削減

③地球 CO2排出削減 CO2排出削減 CO2排出削減 　ＣＯ2排出削減

温暖化 （ガス空調への切替） （ガス空調への切替） （ガス空調への切替） （ガス空調への切替え）

（省ｴﾈ活動）（アイドリングストップ） （アイドリングストップ） （アイドリングストップ） （アイドリングストップ）

④グリーン 調達品のグリーン購入 調達品のグリーン購入 調達品のグリーン購入 調達品のグリーン購入

調達 （環境配慮型製品の （環境配慮型製品の （環境配慮型製品の （環境配慮型製品の

購入） 購入） 購入） 購入）

⑤景観向上 工場周辺の清掃 廃棄物からの油脂類の 工場周辺の緑化 工場周辺の清掃

と予防 （盛越川の清掃作業） 流出防止 （ＣＯ２吸収効果の向上） 騒音発生防止

（流出防止の溜桝設置） （工場周辺騒音調査)

⑥環境教育 環境セミナ－への参加 環境セミナーへの参加 環境マネジメントシステム 環境ISO14001：2004

（滋賀工業会） （滋賀工業会） の取組 認証取得への取組



　　　　　　環境管理活動実績報告

①廃棄物 　発生抑制 前年に引続き納入業者に対して、購入品や材料の搬入時は包装材
（Rｅｄｕｃｅ） を減らすことと、部品や小物品は通い函により持ち込むように徹底

している。また梱包に使った木材、ダンボール、ビニール、発泡スチ
ロール等は持ち返らせている。

　　　　　　（写真資料　①②参照）
②省資源 電力使用量 生産機械のアイドリングタイムや、前段取り時間の短縮、照明器具

の削減 の消灯運動を行ったが、製造機械の増加や一部で24時間操業を行っ
たことりより、電力使用量は前年を7.1％超過した。

　　（資料③参照）
水道水の 水道水の節水を図るため各手洗所に自動水栓を取付け、一定以上
節水 の水量調整や垂れ流し防止を図り節水に努めた。

（写真資料④参照）
③地球温 ＣＯ２排出 ２００１年から実施している、空調機の電気からガスヒーポンへ
暖化防止 削減 の切替えは、今年度も実施しＣＯ2の排出量の削減を図ったが
（省ｴﾈ活動） 昨夏の猛暑と製造現場の機械を増やしたことにより、電力使用

量が前年を7.1％上回った、これに伴いＣＯ2削減量も6.1％増加
した。

　　（資料⑤参照） （写真資料⑥参照）
アイドリング 構内への乗入れ車は必ずエンジンを切り、空ふかしやアイドリング
ストップ をストップするよう看板を建て徹底している。

（写真資料⑦参照）
④グリーン エコー商品 環境配慮型事務用品の購入
調達 の購入 エコマークのついた商品を優先的に購入する。

事務用品に対するエコ商品購入率

　
　　（資料⑧参照）

⑤景観向 工場周辺の 本社・工場全体を樹木で囲み、その保護増植につとめ緑化を
上と予防 緑化 推進している。また側を流れる一級河川盛越川の清掃を定期

的に行い環境を保っている。
（写真資料⑨参照）

工場周辺の 本社・工場周辺の近隣住宅の境界において、等価騒音レベル
騒音調査 の基準値を70ｄＢとして管理し、平成17年2月8日調査の結果

65ｄＢであり、基準値をクリアーした。
（資料⑩参照）

⑥環境教 環境マネジ 品質ＩＳＯ9001：2000に続き、環境ＩＳＯ14001：2004認証取得に取組
育 メントシステ んでいる。9月にはキックオフを開始し、2006年9月の取得を目指す。

ムの取組 引続き環境保全の取組みを継続的に推進するため、社員一人ひとり
の意識と行動力を高めることがより重要である。このため、社員に向
けての啓発活動や、環境教育を行っています。
　また、琵琶湖に恩恵を受ける企業として、環境にやさしい製品作り
を目指します。

期　　間 購入率 　　　　購　　入　　品　　目
Ｈ17/1月 文具 什器備品
～ 52.5％ ＯＡ機器 印刷

Ｈ17/3月







　　　　　KOKOKUSEIKO

 　　　　　　H.Ｎｉｓｈｉｍｕｒａ

前年：平成15年4月～平成16年3月　　　本年：平成16年4月～平成17年3月

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 平均

前年最大電力（kw） 288 249 286 338 400 393 401 210 263 298 293 276 3,695 308

本年最大電力（kw） 283 205 321 354 360 359 358 250 273 312 311 309 3,695 308

前年実績（kwh） 66,398 47,277 58,541 75,760 90,765 82,873 70,793 62,480 65,733 62,181 77,912 68,124 828,837 69,070

本年実績（kwh） 63,242 46,315 78,284 84,902 93,751 81,566 73,424 64,876 72,125 66,267 91,677 71,520 887,949 73,996

削減量（kwh） -3,156 -962 19,743 9,142 2,986 -1,307 2,631 2,396 6,392 4,086 13,765 3,396 59,112 4,926

前年比削減率 -4.8% -2.0% 33.7% 12.1% 3.3% -1.6% 3.7% 3.8% 9.7% 6.6% 17.7% 5.0% 前年比削減量 7.1%

↑

 基本料金　360kwになり 前年排出量 144,218

51,600円/月CD 本年排出量 154,503

10,285  前年比排出量   kg

　電力使用実績
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　　　　　KOKOKUSEIKO

 　　　　　　H.Ｎｉｓｈｉｍｕｒａ

前年：平成15年4月～平成16年3月　　　本年：平成16年4月～平成17年3月 単位：ｋｇ

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間排出量 月平均

前年排出量 11,553 8,226 10,186 13,182 15,793 14,420 12,318 10,872 11,438 10,819 13,557 11,854 144,218 12,018

本年排出量 11,004 8,059 13,621 14,773 16,313 12,663 12,776 11,288 12,550 11,530 15,952 12,444 152,974 12,748

猛暑 猛暑 猛暑 猛暑 年間削減量 月平均

削減量 -549 -167 3,435 1,591 520 -1,757 458 417 1,112 711 2,395 591 8,756 730

前年比削減率 -4.8% -2.0% 33.7% 12.1% 3.3% -12.2% 3.7% 3.8% 9.7% 6.6% 17.7% 5.0% 前年比削減率 6.1%

 

　ＣＯ２　排出量　実績

8,226

14,420

11,854

11,004
8,059

13,621
11,288 12,444

10,819
12,318

15,793

13,182

10,186

13,557

11,438
10,872

11,553

15,952

11,53012,55012,663 12,776

16,313
14,773

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

前年排出量 本年排出量

２００３年度～２００４年度 全社ＣＯ２排出量実績対比

資　料⑤

ｋｇ


























	5.pdf
	環境部提出h15.4～h17.3 CO2対比 ) (3)


